
１　ＰＬＡＮ（目的・概要）

２　ＤＯ（実施）

事業費

人員 正規職員

　 嘱託職員

　 人件費相当額

事業費・人件費の合計

３　ＣＨＥＣＫ（検証）

４　ＡＣＴＩＯＮ（取組）　　

今後の取組内容（改善策、スケジュールの建て直し等）

100.0 景観アドバイザーによる指導・助言の対
象となった案件の景観基本計画との整
合性（整合された物件数÷相談件数のう
ちの完成物件数）を指標とします。

中間目標 24

→予算ベース

8,361

備考（指標の算定方法など）

中間目標 24 備考（指標の算定方法など）

15 景観アドバイザー制度の活用状況を、相
談件数で算出します。

- 臨港地区内の申請・届出等から、カラー
計画マニュアルとの整合性を審査した件
数を指標とします。

有 ・ 無

- -

100.0

単位 目標 -

％

100.0

100.0

連携担当課

-

・景観アドバイザー制度について、8件の相談を受け、うち完成物件5件について全5件の整合性を確認しました。
・カラー計画との整合性について、62件の審査を行いました。

・景観アドバイザー制度の活用は、景観基本計画及びカラー計画を踏まえた専門家による助
言により、魅力ある港湾景観の形成を推進することができるため必要な事業です。
・民間事業者等からの自主的な申し込みが少ないことから、臨港地区内の申請・届出等から
規模の大きな物件を抽出し、民間事業者等に働きかけることにより、アドバイザー制度の更
なる活用を図ります。

※事務事業の目的（対象・意
図）が類似しているため、次
の事務事業をこの事務事業
に整理統合しました。
3-04-12-06名古屋港カラー
計画の推進
3-04-12-07景観形成重点地
区の形成
3-04-12-08景観アドバイ
ザー制度の活用

その他特記事項現状の「見える化」

達成率（％）

・景観アドバイザー制度のフォローアップを行い、景観基本計画及びカラー計画と
の整合性の確認を行います。

有 ・ 無

責任者
企画調整室
環境担当課長

04うるおいと魅力のある港湾空間の形成

100.0

実施義務

052-654-7819

関係行政機関や事業者と連携して、景観アドバイザー制度の活用などにより、各種
建築計画等と名古屋港景観基本計画及び名古屋港カラー計画との整合性を図り、
魅力ある港湾景観の形成を推進します。

（港営部）港営課

名古屋港とその周辺地域の景観形成を、ロマンと活気を基本理念に総合的、計画
的に推進し、魅力ある港湾景観の形成を図ります。

100.0

100.0

100.0

100.0 臨港地区内の申請・届出等による案件
のカラー計画との整合比率（整合された
申請・届出物件数÷申請・届出物件数）
を指標とします。

100.0

事業期間

根拠法令
・要綱等

        　有          無

平成5年度～継続

100.0

100.0

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

-

-

実績

達成率（％） -

-

有 ・ 無

有 ・ 無

100.0100.0-

課題の有無

有 ・ 無

-

100.0

100.0

1.00 0.47

23

4,194

0.00 0.00

87 62

160 208

事務事業名

- -

0.93

-

172

23

201 208

個別施策名

実績

15

件

目標 15単位

概要

目的

年度

基本施策名

8,153

22

11名古屋港景観基本計画の推進

12快適な港湾空間を形成する

千円

人 0.40 0.40

14

組合関与の必要性

景観基本計画との整
合性

成果指標

観点

審査案件の整合比
率

景観アドバイザー制
度の相談件数

15

19 20

効
率
性

有
効
性

必
要
性

経済性

受益者負担の適正性

実施主体の妥当性

内容の妥当性

利用者などの
対象者ニーズ

成果の達成度

目的・水準の妥当性

20 21

3,508 8,582
8,742

年度

-

％

3,680

実績 -

単位 目標

千円

19

コード

3-04-12-11
3夢のふくらむ港

平成23年度　事務事業シート

政策名

連絡先

3,675

0.000.00

- -

135 117

3,474
0.00

22年度の実施内容
【及び23年度の実施予定】

カラー計画との
整合性審査件数

千円

人

単位 目標

件 実績

単位

活動指標 22

3,986

決算ベース（Ｈ22は見込）←

15

20 14

15

8

21

引き続き、審査案件の実現に努めていきます。

今後の事務
事業の方向性

今後の取組の方向性 今後の取組の方向性の判断理由

継続
成果 コスト

カラー計画に基づく審査案件の実現に努力しつつ、コスト維持に努めていく。
維持 維持

建設整備事業一般事務事業 建設整備事業一般事務事業 建設整備事業一般事務事業
計画化 事業化 事業 管理

事務事業の段階

✔

✔


